















































　 そこで「 新 咸 臨 丸プ ロジェクト2011」
は、“Build-Back-Better, Go Beyond the Crisis-
Challenge to Work Together for Better World 
(Japan and California)”、そして3.11の東日本大
震災からの復興をテーマとして、大阪大学大
学院各研究科・GCOEより19名、米国UCバー
クレ ・ーサンディエゴ・リバーサイド、スタン
フォード大学等より16名の院生、合計35名
の日米の学生たちを迎えて10月26日-11月3
日まで、当SFセンターを中心にUCバークレー
日本学研究センタ ・ーシリコンバレー等を舞
台に実施され、無事盛会裏に終了しましたの
で、ここに協力いただいたGLOCOLのブック
レットとしてご報告させていただく次第です。
　なお実施に際しては、基調講演をいただ
いた本学高部教授、本学産学連携本部VBL・
CLICを始め、OSIPP、GLOCOL、北米同窓会
他にも協力いただき、本学各研究科・GCOE、
SF総領事館、大阪市シカゴ事務所、JSNC、
住友電工SJ支社等の企業等にも協力いただく
ことができました。猪俣総領事・原田主席領
事、佐古大阪市シカゴ事務所長・UC Berkeley 
Gronsky教授・Martin I-House館長始め、ご挨
拶や激励メッセージをいただいた皆さま、会
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場提供やラボ訪問等で種 ご々協力いただいた
皆さま、講師・メンター・ファシリテータ ・ー
東北とのTV中継での参加各位、米国側院生
の参加に協力いただいた浦辺・竹谷・Weber
氏他の方 、々そしてまた全プログラムの実施
に、献身的にご尽力いただいた多くの教員・
スタッフの皆さまがたに心より感謝申し上げ
ます。
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